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議会報告会・町民との意見交流会を開催しました！
　　～貴重なご意見ありがとうございました～
●平成29年１２月定例会
　◇網走刑務所住吉作業所用地利活用検討
　　業務委託料に１３６万円増額補正
　◇メルヘン公園などの指定管理者を指定
　◇要望意見書を３件採択！
委員会レポート
議会広報モニター会議

町政を問う！! ～12月定例会～
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大 空 町 検 索

【一般質問：5名の議員が登壇】

平成30年（2018年）2月15日発行 47号
北 海 道 大 空 町 議 会

平成29年12月 定例会

「町民の声」川村　淳さ　　ん

１月３日　メルヘン新春もちつき＆もちまき大会
（メルヘン観光交流センター（メルヘンぴっと）前広場）

１月３日　メルヘン新春もちつき＆もちまき大会
（メルヘン観光交流センター（メルヘンぴっと）前広場）

ぎかいだよりぎかいだより

☆上地史隆議員　　　☆原本哲己議員
☆松田信行議員　　　☆齋藤宏司議員
☆深川　曻議員
※内容については、７頁をご覧ください
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●議会報告会の部【前半】（３常任委員会からの報告）
　　◇一般廃棄物最終処分場の状況　　◇女満別共同墓地・東藻琴共同墓地の状況
　　◇女満別運動公園野球場改修工事の状況　◇東藻琴小学校体育館建設工事の状況
　　◇広域穀類乾燥調製貯蔵施設工事の状況　◇議会広報　　など
　●意見交流会の部【後半】
　◇自由に意見交換を行いました。

主な質問・意見等 議会側の回答
●「女満別幼稚園が古く、網戸も壊れて子どもた
ちが可哀そうです。」という声を聞きました。運動
公園の改修より、子供たちの方に予算を当ててほ
しいと思います。

◆女満別幼稚園は、四十数年が経過しています。応
急処置をしながら維持をしていますが、今後、保
育所と幼稚園が一緒になった「認定こども園」と
して整備を進める予定です。
◆網戸は、修繕するように担当課へ伝えます。

●東藻琴保育園の職員が不足し、受入が出来ない
状態と伺っていますが、仕事をしたくても出来な
いという声があるそうです。

◆保育士については、教育委員会もホームページ
やハローワークを通じ募集を行っていますが、応
募が無い状況にあります。定員もあることから工
夫をしながら受入を行っている状況にあります。

●職員の定数が減少する中、体調不良や病欠など
部署によっては業務に支障が出ていると聞いてい
ますが。

◆職員定数は、自治体規模を勘案し 132 人を目標
と設定しています。制度も多様化し職員も大変なこ
とは、議会も十分理解しています。来年度は、新
採用の職員を増やすことで進めています。

●役場の窓口で分からないのでお聞きしたのに、と
ても不親切できつい言い方をされました。少し町
民の方に対する思いやりがあっても良いのでは上
の方の指導が悪いのでしょうか。

◆役場は究極のサービス業と思います。常に町長、
副町長などが職員に話しをしています。それが何処
まで役場全体に浸透しているかだと思います。ご
意見は行政へ伝えさせていただきます。

●幼稚園からＪＡ女満別の倉庫あたりの道路が、冬
になると雪が両側に出ていて、車ですれ違うのが
大変なので、除雪をしっかりとしていただきたい
と思います。他の町道は大変綺麗です。

◆冬の除雪については、十字路の角が雪の捨て場
となって、相当車を前に出さないと交差できない
など苦情も来ています。その辺も含め除雪体制に
ついて指導したいと思います。

● 11 月 13 日、14 日に高校再編の説明会があり
ますが、その後でなければ今後の考えはお話でき
ないのかもしれませんが、議会の皆さんはどのよ
うに考えていますか。

◆新しい高校づくりについて、２つの高校を一つ
にするという方針で説明会が行われます。町民の
皆様にも色々とご意見がある中、今の時点で個々
の議員が発言することは、控えさせていただきた
いと思います。

　町民との対話と開かれた議会を目指し、町民皆
さんの声を直接聞く機会として 12 月９日に行わ
れた「大空町女性のつどい」の午後の部に「平成
29 年度 議会報告会・町民との意見交流会」を開

催しました。計 22 名の方の参加をいただき、ご
意見等をいただきましたので、主な内容をお知ら
せします。

主な質問・意見等 議会側の回答
●議会の一般質問が議会広報に載っていますが、一
般質問をされる議員が非常に少ないのでは。１年
に一度はする位の気持ちを持って、議会に臨んで
欲しいと思います。

◆各議員がテーマを持って質問をすることになり
ますが、他町村と比べ一般質問をする議員が少な
いと言われるのは、ごもっともな部分と思います。
ご意見を各議員が個々に受け止め、今後に活かし
て行きたいと思います。

●選挙の時は議員 12 名で、途中辞められて 11 名
になりましたが、不都合なことはなかったのでしょ
うか。議員定数を削減するというような考えはあ
るのでしょうか。

◆ 11 人となったときに、不足していることで影響
が出ないように頑張りましょうと全議員で確認を
しました。合併してまだ 12 年、多くの町民のご意
見を拾いつつ吸収すべきと考え、次の改選に向け
定数を減らす考えはありません。

●介護タクシー券ですが、使用しないで残す人も
いると聞きます。必要とする人に多めにあげると
か、期限を延ばしてあげるようなことはできない
のでしょうか。
●外出支援タクシー券ですが、金額を少なくして
枚数を多くして欲しいという話しを聞いたことが
あるのですが。

◆高齢者の足の確保の手段として、福祉タクシー
や外出支援タクシー、福祉有償運送、患者輸送バ
スに取り組んでおり、スクールバスの混乗も可能
となっています。家族間のやり取りも可能となっ
ていますので、上手に組み合わせて活用いただき
たいと思います。
◆タクシー券の利用目的も個々色々であり、ご意
見のありました提案につきましては、どういうや
り方が可能かなど、町へ申し入れをしたいと思い
ます。

●介護福祉士などの給料が低いとテレビで見まし
たが、町でも手当などは考えていないのですか。

◆介護・医療に従事する方には、住宅準備補助（家
賃など 20 万円上限）、継続就業補助（年間 15 万
円、5 年間）また、事業者に対しては、資格取得の
ための研修助成（受講料等の 1/2、6 万 5 千円限度）
の支援制度があります。

●福寿苑が増設されていますが、今後グループホー
ムや特別養護老人ホーム、介護老人保健施設など
の増設は考えていないのですか。

◆施設を増やすと皆さんが支払う介護保険料が増
えること、待機者も他の市町村と掛け持ちをされ
ている方もおられること、また、介護職員の確保
も含め、これらを見極めて施設の増設を考えなけ
ればならないと思っています。

●スクールバスのバス停ですが、最近は家族が送
り迎えをしているので、余り使用していないと思
います。汚くして置いておくのであれば撤去して
はどうでしょうか。

◆以前、撤去の話があり自治会で使用したいとい
うこともありましたが、使用していないバス停も
見受けられますので、その対応について町に要請
したいと思います。
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※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳
細は、両地区図書館にある「会議録」を、また、議会ホーム
ページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

平成2９年12月 定例会（12/１９〜２０開催）で
決定した主な内容をお知らせします。

（条例制定、補正予算等について、全議員賛成で可決されました。）

平成29年度一般会計補正予算

網走刑務所住吉作業所用地利活用検討
業務委託料に１３６万円を増額補正！

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 4,836万円 85億4,390万円
国民健康保険事業特別会計 70万円 13億3,663万円
後期高齢者医療特別会計 445万円 1億　875万円
介護保険事業勘定特別会計 595万円 7億9,049万円
介護サービス事業勘定特別会計 7万円 515万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 16万円 3億5,256万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 △337万円 4億1,040万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額
社会保障・税番号制度関連システム構築委託料 320万円
網走刑務所住吉作業所用地利活用検討業務委託料 136万円
地 域 振 興 施 設 整 備 事 業 69万円
認定こども園運営形態検討及び支援業務委託料 54万円
体 育 振 興 補 助 金 65万円
そ の 他 事 業 4,192万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

一 般 寄 附 金 300万円
そ の 他 4,536万円
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。
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テ
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④
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た
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予
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メルヘン公園

定

例

会

定

例

会

女満別地域振興会館 女満別伝承館

広域穀類乾燥調製貯蔵施設

指
定
管
理
者
の
指
定

　
町
内
の
施
設
等
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
下

記
の
表
の
３
施
設
の
内
容
で

提
案
さ
れ
、
議
決
を
行
い
ま

し
た
。

管理施設の名称 指定管理者 指定管理期間

メルヘン公園 一般財団法人　めまんべつ
産業開発公社

平成30年4月1日から
平成34年3月31日まで

女満別地域振興会館 大空町商工会 平成30年4月1日から
平成33年3月31日まで

女満別伝承館 社会福祉法人　大空町社会
福祉協議会

平成30年4月1日から
平成33年3月31日まで

広域穀類乾燥調製貯蔵施設を見てきました！

　１月１５日、現在建設中の「広域穀類乾燥調製貯蔵施設」を議員全員で見学しました。



67 大空町議会だより　第47号（平成30年２月）大空町議会だより　第47号（平成30年２月）

国への要望意見書を
全会一致で採択

要
望
意
見
書

　
所
管
委
員
会
で
協
議
し
た

結
果
、
３
件
全
件
を
議
会
へ

提
案
す
る
こ
と
と
な
り
、
国

に
対
す
る
要
望
意
見
書
を
全

会
一
致
で
採
択
し
提
出
し
ま

し
た
。（
要
望
意
見
書
の
内

容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。）

★12月定例会で審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採択 議員配布対応 継続審査
1 平成3０年度畜産物価格決定等に関する要望意見書 ○

２
平成２９年度以降「産地交付金」の満額確保などを
求める要望意見書

○

3
持続可能なオホーツク畑作政策と「ばれいしょ増産
輪作推進事業」の万全の予算確保などを求める要
望意見書

○

　
次
の
と
お
り
、
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に

対
し
て
３
件
の
要
望
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　�

平
成
30
年
度
畜
産
物
価
格
決
定
等

に
関
す
る
要
望
意
見
書

　

北
海
道
の
酪
農
・
畜
産
は
、
安
全
で
良
質
な
牛

乳
・
乳
製
品
お
よ
び
畜
肉
の
安
定
供
給
、
地
域
の

雇
用
や
経
済
を
支
え
る
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
る
。
し
か
し
、
飼
養
農
家
戸
数
・
乳
用
牛

頭
数
の
減
少
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
、
生

乳
生
産
量
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
巨
額

投
資
と
補
助
事
業
に
よ
る
規
模
拡
大
政
策
で
生
産

拡
大
を
図
っ
て
き
た
が
、
限
界
感
が
漂
い
、
際
限

の
な
い
競
争
力
強
化
策
へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い

る
。
更
に
、
酪
農
経
営
を
い
か
に
し
て
次
世
代
に

繋
い
で
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
大
枠
合
意
な
ど
、

高
水
準
の
市
場
開
放
に
よ
る
国
内
生
産
縮
小
・
農

業
所
得
低
下
へ
の
将
来
不
安
を
強
め
て
い
る
。
つ

い
て
は
、
牛
乳・乳
製
品
及
び
畜
産
物
の
安
定
供
給
、

地
域
経
済
・
社
会
を
支
え
る
家
族
経
営
・
農
業
法

人
を
中
核
と
す
る
酪
農
・
畜
産
の
持
続
的
な
発
展

を
図
る
た
め
、
未
来
を
切
り
拓
く
生
産
現
場
に
寄

り
添
っ
た
酪
農
・
畜
産
政
策
の
推
進
、
意
欲
と
展

望
の
持
て
る
畜
産
物
価
格
等
の
実
現
な
ど
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　�

平
成
29
年
度
以
降「
産
地
交
付
金
」

の
満
額
確
保
な
ど
を
求
め
る
要
望

意
見
書

　

水
田
活
用
の
「
産
地
交
付
金
」
は
、
水
田
に
お

け
る
農
作
物
等
の
生
産
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て

道
農
業
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
し
か
し
、
平

成
29
年
度
は
全
国
的
な
水
田
転
作
の
深
掘
の
影
響

で
昨
年
度
に
続
き
予
算
不
足
と
な
っ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
２
年
続
け
て
の
産
地
交
付
金
支
払
減
額
を

回
避
す
る
た
め
、
補
正
予
算
で
の
対
策
措
置
な
ど

に
よ
り
満
額
交
付
を
行
う
と
と
も
に
、
次
年
度
以

降
も
「
戦
略
作
物
助
成
」
と
は
別
枠
で
の
予
算
を

十
分
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　�

持
続
可
能
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
畑
作
政

策
と
「
ば
れ
い
し
ょ
増
産
輪
作
推

進
事
業
」
の
万
全
の
予
算
確
保
な

ど
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
畑
作
農
業
は
、
国
際
貿
易
交
渉
に

よ
る
影
響
、
労
働
力
不
足
な
ど
に
よ
る
適
正
な
輪

作
体
系
の
崩
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
土

地
利
用
型
畑
作
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
の
畑
作
政
策
の
拡
充・強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
平
成
30
年
度
「
ば
れ
い
し
ょ
増
産
輪
作

推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
畑
作
地
域

に
お
け
る
事
業
内
容
充
実
や
予
算
確
保
、
で
ん
粉

原
料
用
馬
鈴
し
ょ
の
増
産
対
策
も
事
業
対
象
と
な

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

採
択

採
択

採
択

定

例

会

（一般質問5人）

町政を問う！

　平成29年第４回定例会では５人の議員から、町の
施策などに関する一般質問が行われました。
※質問、答弁の内容は、要約して掲載しています。
　詳細は、議会ホームページ及び両地区図書館で閲
覧できる会議録をご覧ください。

http://www.town.ozora.hokkaido.jp/
docs/2015011300061/

「議会インターネット中継」のお知らせ
議会の情報公開を進めるため、インターネッ
ト上でライブ中継、録画映像を無料で配信で
きる「ユーストリーム」を活用し、議会審議
状況のインターネット中継を行っています。
　傍聴に来られない方など、直接議場へお越
しいただかなくても、ご家庭などでご覧いた
だけます。ライブ中継のほか、録画映像の配
信も実施しています。（議会後30日以内）

一
般
質
問 ☆上

うえ
地
ち
�史
ふみ
隆
たか
�議員 ････････････････････････････････････････････････8ページ

　１．学力テストの結果について
　２．自治体情報のデータ放送について

☆原
はら
本
もと
�哲
てつ
己
み
�議員 ････････････････････････････････････････････････９ページ

　１．ジャガイモシロシストセンチュウについて

☆松
まつ
田
だ
�信
のぶ
行
ゆき
�議員 ････････････････････････････････････････････････10ページ

　１．高齢者等移動支援について
　２．大空町の新しい高校づくりについて

☆齋
さい
藤
とう
�宏
ひろ
司
し
�議員 ････････････････････････････････････････････････12ページ

　１．指定管理者制度について
　２．空港の民営化について

☆深
ふか
川
がわ
�　曻
のぼる
�議員 ････････････････････････････････････････････････13ページ

　１．大空町の将来像とまちづくりについて
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一
般
質
問

一
般
質
問

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
北
海
道
教
育

委
員
会
が
、
11
月
27
日
に
公

表
し
た
２
０
１
７
年
度
全
国

学
力
学
習
状
況
調
査
の
管
内

別
結
果
に
よ
る
と
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
は
、
小
学
６
年
生

と
中
学
３
年
生
の
国
語
、
算

数
、
数
学
の
基
礎
知
識
を
問

う
Ａ
、
応
用
力
を
見
る
Ｂ
、

全
て
全
国
・
全
道
平
均
を
下

回
り
ま
し
た
。
Ａ
よ
り
Ｂ
の

方
が
全
国
平
均
と
の
差
が
大

き
く
、
応
用
力
に
課
題
が
あ

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り

ま
し
た
。
町
内
の
学
校
の
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

 

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
の

調
査
は
、
４
月
18
日
に
町
内

の
小
・
中
学
校
４
校
で
実
施

し
、
数
値
を
公
表
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
段
階
評
価
で
は
、

小
学
校
は
国
語
Ａ
が
「
や
や

低
い
」、
国
語
Ｂ
が
「
相
当

低
い
」、
算
数
Ａ
が
「
ほ
ぼ

同
様
」、算
数
Ｂ
が
「
低
い
」

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
中
学
校
は
国
語
Ａ
、
数
学

Ａ
が
「
同
様
」、
国
語
Ｂ
、

数
学
Ｂ
が
「
ほ
ぼ
同
様
」
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る

課
題
は
、
と
り
わ
け
小
学
校

で
は
、
上
位
層
と
下
位
層
の

二
極
化
や
学
習
規
律
の
徹
底
、

家
庭
学
習
時
間
の
不
足
、
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
教
職

員
の
研
修
や
授
業
の
改
善
、

補
助
教
員
配
置
に
よ
る
き
め

更
な
る
学
力
向
上
対
策
を
講
じ
た
い

答
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と
課
題
は

問

上地　史隆　議員

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
11
月
に
町
内

の
一
部
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
緊
急

防
除
区
域
に
指
定
さ
れ
、
そ

の
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
９
月
に
国
に
よ
る
現
地

説
明
会
が
あ
り
、
今
後
の
作

付
け
や
移
動
等
の
説
明
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
説
明

と
は
異
な
り
、
こ
の
秋
収
穫

の
加
工
馬
鈴
薯
の
移
動
が
認

め
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
廃
棄

処
分
と
し
、
国
は
来
年
も
移

動
制
限
の
処
置
を
取
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
来
年
の
営
農
計
画
樹
立
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、

西
倉
地
区
が
指
定
さ
れ
た
経

緯
と
東
藻
琴
地
区
の
農
家
で

感
染
し
て
い
る
圃
場
は
確
認

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

現
在
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

 

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ

シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、

網
走
市
で
平
成
27
年
８
月
に

国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、

確
認
さ
れ
た
11
地
区
に
つ
い

て
は
、
国
が
緊
急
防
除
区
域

に
指
定
し
、
土
壌
消
毒
や
対

抗
植
物
の
植
栽
な
ど
緊
急
防

除
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
指
定
区
域
に
隣
接

す
る
西
倉
地
区
、
大
進
地
区

の
土
壌
調
査
が
実
施
さ
れ
、

９
月
に
西
倉
地
区
の
２
圃
場

約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
西
倉
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
29
年
11
月
か
ら
平

成
32
年
３
月
ま
で
の
期
間
は
、

移
動
制
限
な
ど
緊
急
防
除
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
発
生
圃
場
は
、
個
人
情
報

や
風
評
被
害
の
懸
念
か
ら
、

国
か
ら
は
公
表
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
東
藻
琴
地
区
の

農
家
所
有
地
で
確
認
さ
れ
て

い
る
圃
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
網
走
市
の
緊
急
防
除

区
域
へ
東
藻
琴
地
区
の
農
家

が
出
作
し
て
い
る
圃
場
で
の

感
染
も
な
い
と
承
知
し
て
い

ま
す
。

　
蔓
延
防
止
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
法
に
基
づ
き
国
が

主
体
と
な
り
、
防
疫
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走

に
よ
る
緊
急
防
除
区
域
内
へ

の
侵
入
防
止
等
の
看
板
設
置

や
、
指
定
区
域
以
外
で
は
町

が
各
所
に
圃
場
へ
の
立
入
禁

止
看
板
を
11
月
に
設
置
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
今
回
、
国
は

精
度
の
高
い
検
査
を
実
施
し

感
染
圃
場
も
特
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
が
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
圃
場
に
つ
い
て
は
、

緊
急
防
除
区
域
か
ら
除
外
す

こ
と
が
今
後
の
営
農
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。
町
と
し
て
も
国
な
ど
に

強
く
働
き
掛
け
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
国
は
、
法
に

基
づ
き
発
生
圃
場
を
含
む
大

字
を
緊
急
防
除
区
域
と
す
る

こ
と
か
ら
、
西
倉
地
区
全
体

が
指
定
さ
れ
た
と
い
う
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
期
間
、
区
域

内
で
は
作
物
に
よ
っ
て
は
検

査
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
発

生
圃
場
以
外
で
も
移
動
制
限

な
ど
の
制
約
を
受
け
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
農
業
に
お
い

て
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
準
の
見
直
し
に
向
け
国
や
道
へ
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す

答
緊
急
防
除
区
域
か
ら
の
除
外
の
対
応

は
問

原本　哲己　議員

　
先
月
、
北
海
道
に
出
向
い

た
と
き
に
、
情
報
の
一
元
化

を
図
る
た
め
の
連
絡
組
織
な

ど
の
創
設
が
必
要
と
伝
え
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
に

お
い
て
大
空
町
や
網
走
市
を

含
め
た
行
政
機
関
、
農
業
団

体
、
試
験
研
究
機
関
で
構
成

す
る
対
策
会
議
を
12
月
末
に

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
蔓
延

防
止
の
対
策
や
指
定
区
域
の

基
準
の
見
直
し
な
ど
、
し
っ

か
り
と
議
論
し
、
馬
鈴
薯
が

継
続
し
て
安
定
的
に
生
産
が

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
解
消

で
き
る
よ
う
に
国
や
北
海
道

へ
の
要
請
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
は
、
誰
か
を
被

害
者
に
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
地
域
全
体
が
ま
た

日
本
全
体
が
被
害
者
で
も
あ

る
と
考
え
ま
す
し
、
１
人
の

傍
観
者
を
作
っ
て
も
い
け
な

い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
各
関
係
機
関
や
団
体
が
相

互
に
議
論
を
す
る
場
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
大

勢
の
方
々
の
理
解
を
い
た
だ

き
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

町内各所に設置された立入禁止の啓発看板

〈調査結果の段階評価〉
全道平均との差が 定　　義

　上下1ポイント未満 同　　様
　－1ポイント以上　－3ポイント未満 ほぼ同様
　－3ポイント以上　－５ポイント未満 やや低い
　－５ポイント以上　－７ポイント未満 低　　い
　－７ポイント以上 相当低い

細
か
な
指
導
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
中
学
校
も
含
め
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
効
果
を

検
証
し
、
学
校
の
組
織
的
、

継
続
的
な
取
り
組
み
を
強
め
、

危
機
意
識
を
も
っ
て
補
充
学

習
や
家
庭
学
習
の
定
着
、
規

律
あ
る
生
活
習
慣
の
確
立
な

ど
、
学
力
向
上
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
北
海
道
文
化

放
送
（
Ｕ
Ｈ
Ｂ
）
は
、
１
月

か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

デ
ー
タ
放
送
で
、
道
内
自
治

体
の
情
報
を
表
示
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
試
験
運
用
を
始
め
ま

す
。
災
害
時
の
避
難
勧
告
や

健
診
、
排
雪
作
業
の
日
程
、

熊
出
没
に
関
す
る
注
意
喚
起

な
ど
、
１
自
治
体
に
つ
き
３

件
か
ら
５
件
程
度
を
表
示
し
、

視
聴
者
は
テ
レ
ビ
を
Ｕ
Ｈ
Ｂ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
、

リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
で
居

住
地
の
自
治
体
情
報
が
表
示

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
各
自
治
体
に
参
加

を
呼
び
か
け
ニ
ュ
ー
ス
配
信

用
の
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
、

自
治
体
の
担
当
者
が
直
接
情

報
を
入
力
で
き
る
よ
う
に
し
、

本
格
運
用
は
４
月
以
降
に
な

る
そ
う
で
す
。
地
域
住
民
に

各
種
情
報
を
適
切
に
伝
え
る

こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、

町
は
現
在
ど
の
よ
う
な
手
段

を
用
い
て
、
地
域
住
民
に
情

報
を
伝
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
が

行
っ
て
い
る
各
種
情

報
提
供
の
手
段
は
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
お
お
ぞ
ら
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）、

登
録
制
の
メ
ー
ル
配

信
、
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
、
郵
送
や
フ
ァ
ク

ス
で
の
文
書
案
内
、

チ
ラ
シ
広
告
な
ど
、

今
後
導
入
に
つ
い
て
確
認
し
検
討
し

た
い

答
自
治
体
情
報
の
デ
ー
タ
放
送
に
よ
る

導
入
は
ど
う
か

問

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
活
用
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
勧

告
、
避
難
所
の
開
設
な
ど
は
、

町
か
ら
北
海
道
を
通
じ
発
信

し
た
情
報
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携

帯
電
話
な
ど
で
住
民
へ
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
文
化
放
送
が
、
自

治
体
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

来
年
１
月
か
ら
試
験
運
用
、

４
月
か
ら
本
格
的
に
導
入
す

る
と
い
う
報
道
発
表
が
あ
り
、

今
後
詳
細
を
確
認
し
た
上
で

導
入
す
る
可
能
性
が
高
ま
れ

ば
議
会
と
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

試験運用がされているテレビ画面
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一
般
質
問

一
般
質
問

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
本
町
に
お
い

て
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
、

要
支
援
者
を
含
む
重
度
の
心

身
障
害
の
あ
る
方
の
外
出
機

会
の
創
出
や
生
き
が
い
づ
く

り
、
買
物
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
や

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
、
福
祉

有
償
運
送
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
混
乗
、
患
者
輸
送
バ
ス
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

各
事
業
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

 

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
平
成
28
年
度

の
実
績
で
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
は
対
象
者
１
，
４
４
６
人
、

交
付
人
数
９
９
５
人
、
交
付

率
68
．
８
％
、
利
用
率
55
．

３
％
。
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

券
の
対
象
者
は
同
じ
く
１
，

４
４
６
人
、
交
付
人
数
９
９

３
人
、
交
付
率
68
．
７
％
、

利
用
率
は
22
．
４
％
。
ま
た

福
祉
有
償
運
送
は
、
登
録
団

体
が
４
団
体
、
実
利
用
者
は

２
６
３
人
、
運
送
延
回
数
は

１
，
３
９
４
回
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
患
者
輸
送
バ
ス
運
行
事
業

は
、
運
行
日
数
２
８
９
日
、

利
用
者
１
，
２
８
２
人
で
、

１
日
平
均
４
．
４
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
混
乗
は
、
１
路
線
に
１
日

１
人
か
ら
２
人
程
度
と
い
う

状
況
で
す
。

　
地
域
間
バ
ス
は
、
運
行
日

数
２
４
１
日
、
利
用
者
２
３

９
人
、
１
日
当
た
り
平
均
は

１
．
０
人
で
、
月
平
均
で
19
．

９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
29

年
度
11
月
末
現
在
で
は
、
月

平
均
で
35
．
９
人
、
先
の
19
．

９
人
か
ら
は
大
幅
に
増
え
て

い
ま
す
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
当
初
は
、
試

行
運
転
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
開
始
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
利
用
者
も
年
々

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者

が
今
の
使
い
方
に
つ
い
て
ど

う
思
っ
て
い
る
の
か
、
今
一

度
、
利
用
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
よ
り
効

率
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

 

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
外
出
支
援
タ

ク
シ
ー
は
、
実
証
実
験
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
現
在
の

制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、効
率
的
な
移

動
支
援
を
構
築
す
る

答
効
率
的
な
移
動
支
援
の
あ
り
方
は

問

松田　信行　議員

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
新
し
い
高
校

づ
く
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
や
教
育
委
員
会
の

考
え
方
と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
町
内
の
中

学
校
及
び
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

同
窓
会
、
振
興
協
議
会
の
役

員
で
構
成
さ
れ
る
「
大
空
町

の
高
等
学
校
教
育
を
考
え
る

協
議
会
」
を
検
討
母
体
と
し

て
、
高
等
学
校
教
育
の
あ
る

べ
き
姿
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
、
２
月
に
町
内
の
２
校
を

発
展
的
に
１
校
に
統
合
し
た

７
つ
の
方
針
を
導
き
出
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
３
月
に
町
民
説
明
会
を
開

催
し
、
７
つ
の
方
針
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
様
に
理
解
を

求
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
総

合
学
科
の
内
容
や
二
つ
の
校

舎
の
活
用
な
ど
、
一
部
の
町

民
の
方
々
か
ら
不
安
な
面
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
意
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
の
後
５
月
に
「
東
藻
琴

高
校
を
存
続
さ
せ
る
会
」
が

設
立
さ
れ
、
町
長
及
び
教
育

委
員
会
へ
東
藻
琴
高
校
存
続

の
要
請
書
の
提
出
も
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

各
方
面
の
ご
意
見
を
基
に
再

検
討
が
必
要
と
考
え
７
つ
の

方
針
の
範
囲
で
、
論
点
や
検

町
民
の
意
見
を
踏
え
判
断
し
た
い

答
新
し
い
高
校
づ
く
り
に
向
け
た
行
政

と
し
て
の
判
断
時
期
は

問

証
を
行
い
、
新
し
い
高
校
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
新
た
に
作
成
し

ま
し
た
。

　
こ
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成

に
は
、
道
内
先
進
地
の
高
校

へ
赴
き
現
場
の
先
生
の
声
や

大
学
教
授
、
私
立
高
校
の
校

長
、
国
や
北
海
道
な
ど
多
く

の
教
育
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
い
た
だ
き
、
ま
た
、
新

し
い
大
学
入
試
制
度
改
革
へ

の
対
応
や
東
京
農
業
大
学
と

の
協
議
も
並
行
し
て
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
12
月
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
小
中
学
校
の
保
護
者
へ

の
説
明
会
や
町
民
説
明
会
を

開
催
し
、
東
藻
琴
高
校
を
存

続
さ
せ
る
会
の
総
会
で
も
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
新
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
基
幹
産

業
の
農
業
を
基
軸
に
、
本
町

の
産
業
や
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
担
い
手
を
育
成
す
る
高
校

と
し
て
、
町
立
の
全
日
制
の

総
合
学
科
で
、
開
校
時
は
１

ク
ラ
ス
40
名
、
２
系
列
（
農

業
・
普
通
）
に
絞
り
込
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
校
舎
の
活
用
は
、
農
業
施

設
の
整
っ
た
東
藻
琴
校
舎
で

主
な
授
業
を
行
い
、
女
満
別

校
舎
で
は
実
践
型
の
授
業
を

毎年交付されるタクシー券

展
開
し
、
東
京
農
業
大
学
と

の
接
続
を
視
野
に
充
実
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

　
大
空
町
に
高
校
を
無
く
す

べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
た
町

民
の
皆
様
の
強
い
意
向
を
教

育
委
員
会
と
し
て
も
受
け
止

め
、
大
空
町
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
最
高
の
教
育
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
私
ど
も
に

課
せ
ら
れ
た
役
割
で
あ
り
、

自
ら
の
力
で
た
く
ま
し
く
未

来
を
切
り
開
い
て
行
け
る
、

新
し
い
高
校
は
そ
の
よ
う
な

人
材
を
育
て
ら
れ
る
高
校
に

な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
保
護
者
説
明
会
で
も
非
常

に
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
自
身
の
子
ど
も
が
新

し
い
高
校
に
入
学
で
き
る
よ

う
早
く
進
め
て
欲
し
い
と
の

意
見
も
あ
り
、
新
し
い
高
校

づ
く
り
は
急
務
と
考
え
、
７

つ
の
方
針
及
び
新
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
準
備
作
業
に
今
後

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
こ
の
７
つ
の

方
針
で
、
開
校
を
平
成
33
年

と
す
る
な
ら
ば
、
残
さ
れ
た

時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
進
め
る
中
で
、
町
民
の

関
わ
り
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
か
伺
い
た
い
。

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
高

校
の
開
校
時
期
に
つ
い
て
は
、

当
初
７
つ
の
方
針
で
平
成
32

年
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

方
針
の
再
検
証
や
新
ビ
ジ
ョ

ン
の
作
成
に
時
間
を
要
し
た

こ
と
、
ま
た
、
道
教
委
と
の

今
後
の
協
議
な
ど
開
校
ま
で

に
必
要
と
な
る
準
備
期
間
を

考
慮
し
、
当
初
の
方
針
を
変

更
し
平
成
33
年
の
開
校
を
目

標
に
準
備
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
準
備
段
階
で

は
、
学
校
経
営
の
住
民
参
画

や
生
徒
た
ち
に
対
す
る
大
空

町
な
ら
で
は
の
充
実
し
た
高

校
生
活
の
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設

な
ど
、
多
く
の
地
域
の
皆
様

や
地
元
事
業
所
な
ど
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
仕
組
み
づ
く

り
も
、
並
行
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
新
し
い
高
校

づ
く
り
に
向
け
て
は
、
新
ビ

ジ
ョ
ン
に
描
か
れ
て
い
る
公

設
塾
の
設
置
と
東
京
農
業
大

学
と
の
連
携
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
二
つ
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
考
え
を
伺
い
た
い
。

 

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
公
設
塾
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
一
人
一

人
の
習
熟
度
能
力
に
合
わ
せ

た
進
路
実
現
の
た
め
の
学
力

向
上
対
策
と
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
す
る
能
力
、
こ
れ

ら
を
講
師
な
ど
か
ら
指
導
を

受
け
、
社
会
で
通
用
す
る
力

を
卒
業
ま
で
に
身
に
付
け
る

と
こ
ろ
に
公
設
塾
の
意
味
合

い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
大
学
の
入
試
制
度
へ
の

対
応
も
可
能
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
東
京
農
業
大

学
と
は
、
平
成
28
年
５
月
に

「
包
括
連
携
協
定
」
を
結
び
、

協
定
に
は
地
域
活
性
化
に
寄

与
す
る
人
材
育
成
な
ど
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
時
点
で
具
体
的
な
取
り
組

み
は
示
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
町
か

ら
具
体
的
な
案
と
し
て
、
女

満
別
高
等
学
校
の
校
舎
が
東

京
農
業
大
学
と
車
で
約
10
分

程
度
の
距
離
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
高
校
と
大
学
に
よ
る
協

働
の
研
究
施
設
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
提
案
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
で
の
意
見
や
教
育
委
員

会
の
方
針
内
容
を
踏
ま
え
、

【７つの方針】
①学 校 数：発展的に1校にする。
②設置主体：町立の高校とする。
③教育内容：全日制の総合学科にする。
④地域連携：地域とともにある高校に

する。
⑤教 職 員：教職員の適正な配置を図

る。
⑥校　　舎：両校舎の有効活用を図る。
⑦開校時期：平成33年の開校を目途に

する。
　＊７つの方針の要旨を抜粋

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
を
集
約
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、

利
用
者
の
声
を
今
後
取
り
ま

と
め
、
制
度
が
よ
り
有
効
に

町
民
の
皆
様
に
活
用
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

新
し
い
高
校
づ
く
り
に
つ
い

て
町
と
し
て
の
考
え
方
を
伺

い
た
い
。　
　
　
　

 

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
私
の
役
割
は

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
考
え
や
、

よ
り
多
く
の
町
民
か
ら
の
意

見
を
聞
き
、
ま
ち
の
将
来
を

見
据
え
て
大
空
町
に
と
っ
て

よ
り
良
い
選
択
が
で
き
る
よ

う
に
、
最
終
的
に
責
任
を
持

っ
て
判
断
を
す
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
の
総
合
教
育
会
議
で
、

教
育
委
員
長
よ
り
７
つ
の
方

針
と
新
ビ
ジ
ョ
ン

に
よ
る
新
し
い
高

校
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て

お
願
い
を
受
け
ま

し
た
。
今
後
も
出

前
説
明
会
や
関
係

者
と
の
懇
談
な
ど
、

町
民
の
皆
様
に
丁

寧
に
説
明
し
て
い

く
と
聞
い
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え

大
空
町
や
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
最

良
の
選
択
肢
を
示

し
た
い
と
考
え
ま

す
。

松
田
議
員

　
　
　
　
　
　
可
能
な
限
り

早
期
実
現
に
向
け
、
町
の
判

断
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

 

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
具
体
的
な
日

程
を
細
か
く
考
え
て
公
表
す

る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
町
政

懇
談
会
が
一
区
切
り
つ
く
の

が
１
月
の
末
か
２
月
の
初
め

位
ま
で
、
そ
の
中
で
の
意
見

も
し
っ
か
り
受
け
止
め
な
が

ら
判
断
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

町と「包括連携協定」を結ぶ東京農業大学校
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一
般
質
問

一
般
質
問

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
本
町
の
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い

る
施
設
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
者

制
度
は
、
平
成
18
年
か
ら
導

入
し
民
間
事
業
者
が
有
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
率
的

な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
現
在
19
施
設
で
導
入
し

て
い
ま
す
。

　
事
業
者
の
選
定
は
、
選
定

委
員
会
を
別
途
組
織
し
、
職

員
体
制
や
労
働
環
境
、
財
務

状
況
な
ど
が
適
正
で
あ
り
、

安
定
的
に
管
理
運
営
で
き
る

か
を
審
査
基
準
と
し
て
い
ま

す
が
、
効
率
的
な
運
営
や
利

用
者
の
満
足
度
を
い
か
に
上

げ
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
り
、

施
設
管
理
や
事
業
運
営
を
一

方
的
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

町
と
指
定
管
理
者
が
役
割
を

担
い
連
携
し
て
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
施
設
を
所
管
す
る
各
部

署
が
業
務
の
内
容
や
計
画
の

進
捗
を
把
握
し
、
適
正
な
履

行
を
指
導
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
近
隣
の
町
村

に
比
べ
て
大
空
町
は
、
給
食

費
の
無
償
化
や
医
療
費
も
中

学
生
ま
で
無
料
に
す
る
な
ど

保
護
者
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
一
番
言
わ
れ
る
の

は
、
地
元
に
企
業
が
少
な
く

働
く
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
若
い
方
の
働
く

場
所
に
も
な
る
町
の
19
施
設

で
す
が
、
あ
る
程
度
の
賃
金

が
払
わ
れ
な
い
と
子
育
て
世

代
の
方
々
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
賃
金
面
で
の
支
援
の

考
え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
で
は
、
規

定
に
基
づ
き
人
件
費
を
積
算

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
指

定
管
理
者
が
賃
金
と
し
て
職

員
へ
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る

か
ま
で
、
町
が
指
導
す
る
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
が

い
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
給

与
体
系
に
す
る
か
、
先
ず
は

民
間
事
業
者
が
そ
の
形
を
示

し
、
ど
れ
だ
け
の
経
営
コ
ス

ト
が
掛
か
る
か
と
い
う
こ
と

を
、
町
に
示
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
た
だ
単
に
人
件

費
を
指
定
管
理
料
に
増
額
す

る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

経
営
コ
ス
ト
を
確
認
し
検
討
し
た
い

答
指
定
管
理
施
設
の
雇
用
環
境
の
改
善

に
向
け
た
支
援
は

問

齋藤　宏司　議員

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
合
併
後
10
年

が
過
ぎ
、
両
地
域
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
大
空
町
と
な

り
、
来
年
３
月
で
12
年
と
な

り
ま
す
。
新
町
建
設
計
画
を

踏
ま
え
第
１
次
総
合
計
画
を

策
定
し
対
話
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
践
し
、
平
成
28

年
度
か
ら
は
第
２
次
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
に
向
け
た
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
住
み
良
さ

に
関
す
る
評
価
」
を
、
今
後

さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が

大
き
な
目
標
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
施
設
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
空
町

の
発
展
を
考
え
適
宜
優
先
度

合
い
を
考
慮
し
て
、
必
要
な

時
期
に
、
必
要
な
も
の
を
、

必
要
な
場
所
に
と
い
う
考
え

で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
人
口
の
減
少
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
、
ま
た
進

化
す
る
情
報
化
の
波
、
さ
ら

に
は
自
然
災
害
の
危
機
管
理

の
あ
り
方
な
ど
、
社
会
情
勢

は
刻
々
と
日
々
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
柔
軟
な
対

応
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
つ
む
ぎ
、
働
く
人
た
ち

の
元
気
を
支
え
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
と
、

そ
の
こ
と
を
基
本
に
対
話
と

協
働
と
い
う
手
法
で
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
訴
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
大
空
町
の
知

名
度
が
低
い
と
言
わ
れ
る
が
、

今
後
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
大
空
町
の
知

名
度
が
、
従
来
の
町
村
名
で

あ
る
女
満
別
や
東
藻
琴
の
知

名
度
ま
で
達
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
課
題
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度

に
策
定
し
た
観
光
振
興
計
画

で
は
、
観
光
入
り
込
み
客
数

を
20
万
人
増
を
目
標
に
掲
げ
、

大
空
町
の
知
名
度
を
上
げ
る
、

交
流
人
口
の
増
大
を
図
る
こ

と
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
観
光
資
源

を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、
農
産
物
や
水
産
物
、

加
工
品
の
特
産
品
な
ど
、
さ

ら
に
食
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
を
行

う
こ
と
を
重
点
目
標
に
、
町

外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や

ラ
ジ
オ
放
送
番
組
へ
の
出
演
、

各
種
情
報
誌
へ
の
広
告
掲
載

な
ど
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
活

用
や
町
内
で
開
催
の
イ
ベ
ン

ト
を
外
向
き
に
発
信
し
、
町

外
の
方
に
も
参
加
を
い
た
だ

く
こ
と
も
必
要
な
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
観
光
イ
ベ
ン
ト
だ

け
で
は
な
く
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
様
々
な
研
修
会

な
ど
を
誘
致
を
し
た
り
、
企

画
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
持
つ
方

々
が
、
こ
の
地
域
に
集
ま
る

こ
と
も
発
信
す
る
力
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
今
期
の
町
長

と
し
て
の
評
価
と
、
次
期
に

向
け
た
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
こ
の
４
年
間

の
評
価
で
す
が
、
４
年
前
に

大
空
町
の
ま
ち
づ
く
り
目
標

と
し
て
24
項
目
の
目
標
を
掲

げ
、
対
話
と
協
働
の
社
会
を

拓
く
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

つ
む
ぐ
、
働
く
人
た
ち
の
元

気
を
支
え
る
、
安
心
で
き
る

地
域
を
つ
く
る
と
い
う
４
つ

の
柱
を
基
に
構
成
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
な
い
も
の
は
、
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
導
入

や
和
牛
の
一
貫
生
産
支
援
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
、
さ
ら
に

多
様
な
町
有
林
の
整
備
や
ご

み
の
減
量
化
推
進
団
体
の
組

織
化
、
こ
の
４
項
目
が
進
め

ら
れ
て
い
な
い
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
項
目

は
、
何
ら
か
の
事
業
推
進
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、
そ
の
取
り
組
ん
だ

結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

さ
ら
に
効
果
は
発
揮
さ
れ
て

い
る
か
、
目
標
と
な
る
べ
き

も
の
は
達
成
さ
れ
た
の
か
と

い
う
点
で
は
、
な
か
な
か
及

第
点
を
い
た
だ
け
る
段
階
に

は
至
っ
て
い
な
い
と
感
じ
、

自
分
自
身
で
は
50
点
と
受
け

止
め
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
４
年
間
を
振

り
返
り
、
施
設
の
建
設
や
改

修
、
大
型
の
資
本
整
備
が
多

し
か
る
べ
き
時
期
に
町
民
の
皆
様
へ

報
告
し
た
い

答
こ
の
４
年
間
の
評
価
と
次
期
の
考
え

は
問

深川　　曻　議員

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

町
民
運
動
会
や
た
す
き
リ
レ

ー
、
総
合
戦
略
で
掲
げ
た
各

種
助
成
事
業
や
宅
地
の
分
譲
、

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
や
給

食
の
無
償
化
な
ど
、
こ
う
し

た
ソ
フ
ト
事
業
の
取
り
組
み

が
印
象
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
次
期
に
向
け
て
の
考
え
方

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期

に
自
ら
の
去
就
に
つ
い
て
、

は
っ
き
り
と
さ
せ
る
べ
き
と

は
思
い
ま
す
が
、
自
分
自
身

の
気
持
ち
の
整
理
が
つ
い
て

い
な
い
部
分
も
あ
り
、
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の
選

択
肢
は
何
か
と
い
う
視
点
で

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
し

か
る
べ
き
時
期
に
町
民
の
皆

様
へ
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
空
港
民
営
化

に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
道
内
の
７
空

港
の
一
体
的
な
民
間
委
託
は
、

７
月
に
制
度
設
計
の
基
本
案

が
示
さ
れ
、
来
年
７
月
か
ら

翌
年
31
年
６
月
頃
に
掛
け
て

受
託
す
る
優
先
交
渉
権
者
の

選
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
31
年
10
月
に
実
施
契

約
の
締
結
、
32
年
１
月
頃
か

ら
空
港
ビ
ル
施
設
の
事
業
が

開
始
さ
れ
、
32
年
度
か
ら
民

間
事
業
者
に
よ
る
空
港
の
運

営
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
各

空
港
を
段
階
的
に
運
用
開
始

す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
町
が
出
資
す
る
女

満
別
空
港
ビ
ル
会
社
の
株
式

譲
渡
は
、
空
港
の
管
理
者
で

あ
る
北
海
道
と
空
港
ビ
ル
会

社
の
株
主
で
あ
る
大
空
町
と

の
間
で
、
株
式
譲
渡
予
約
契

約
を
締
結
し
、
運
営
者
が
決

定
し
た
後
の
31
年
度
と
な
る

予
定
で
す
。

　
一
方
で
、
千
歳
空
港
ビ
ル

会
社
に
係
る
株
式
売
買
が
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
資
者

で
あ
る
北
海
道
が
保
有
す
る

株
式
を
売
却
し
、
そ
の
売
却

収
入
で
新
た
に
基
金
を
設
け
、

道
内
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
強
化
に
活
用
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
民
営

化
後
の
女
満
別
空
港

ビ
ル
に
出
店
し
て
い

る
テ
ナ
ン
ト
の
取
扱

い
や
新
規
路
線
就
航

誘
致
、
空
港
の
利
用

促
進
に
係
る
Ｐ
Ｒ
事

業
な
ど
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。山

下
町
長

　
　
　
　
　
　
11
月

に
北
海
道
に
対
し
、

民
間
委
託
後
も
地
域

の
雇
用
や
地
元
企
業

の
関
わ
り
が
継
続
し

航
空
路
線
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
む

答
民
営
化
後
の
利
用
促
進
に
向
け
た
対

応
は

問

て
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の

意
向
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
売
却
で

得
ら
れ
る
財
源
を
地
域
や
空

港
の
活
性
化
を
図
る
政
策
に

傾
注
す
る
よ
う
に
要
請
活
動

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
空
港
の
活
性
化
や
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
航
空
路
線
の
誘
致
な

ど
は
積
極
的
に
民
間
委
託
後

で
な
く
て
も
、
今
か
ら
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

民営化が進められる「女満別空港」

1,800人を超える町民が参加した
「たすきリレー 1000人プロジェク
ト」の最終ランナーを迎え歓喜に沸
く10周年記念「町民ビックデー」
の一幕（平27年7月６日）
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　主な審議項目 説　明　概　要　等
体育振興補助金について 全道・全国大会への出場増加に伴う参加経費補助の補正
大空町図書館に関する計画（素案）
の概要について

５年間（平成30 ～ 34年度）の「大空町図書館第３期５カ年
計画」及び「第３次大空町子どもの読書活動推進計画」の策定

◆上記のほか、「下水道ストックマネジメント基本計画の策定について」など全11項目を審議

●第13回〔平成29年12月６日開催〕

合 同 常 任 委 員 会

　主な審議項目 説　明　概　要　等

大空町の新しい高校づくりについて 大空町の今後の高校のあり方について審議

●第12回総務厚生・第11回産業建設文教〔平成29年11月９日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
平成29年度実施 指定管理者制度に
係るモニタリングについて 平成28年度事業実績に係る指定管理者の評価結果集計の報告

◆上記のほか、「事務改善の検討状況について」など全２項目を審議

●第14回総務厚生・第12回産業建設文教〔平成29年11月27日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等

認定こども園の整備について 認定こども園の基本構想策定に係る保護者等アンケート調査結
果の報告

◆上記のほか、「大空町の新しい高校づくりについて」など全７項目を審議

●第12回〔平成29年11月27日開催〕

産業建設文教常任委員会

委員会レポートOZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総務厚生常任委員会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町障がい福祉計画（第５期）の
策定について

３年間（平成30 ～ 32年度）の大空町障がい福祉計画（素案）
の策定

◆上記のほか、「事務改善の検討状況について」など全３項目を審議

●第13回〔平成29年11月15日開催〕

議 会 運 営 委 員 会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町議会議員の議員報酬及び費用
弁償条例の一部改正について 平成29年人事院勧告に伴う議員期末手当の変更

◆上記のほか、「議会報告会について」など全３項目を審議

●第10回〔平成29年11月27日開催〕

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　主な審議項目 説　明　概　要　等
一般廃棄物最終処分場（住吉）埋設
地測量結果について 一般廃棄物最終処分場の埋立処理状況の報告

◆上記のほか、「大空町墓地条例の一部改正について」など全５項目を審議

●第14回〔平成29年11月27日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
空港運営の民間委託に係る取組等に
ついて 空港民営化に伴う現在までの取り組み状況の報告

◆上記のほか、「オホーツクイメージ形成・発信プロジェクトについて」など全６項目を審議

●第15回〔平成29年12月４日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
国民健康保険の都道府県単位化につ
いて

平成30年度からの新たな国民健康保険制度の都道府県単位化
に係る進捗状況

◆上記のほか、「東藻琴児童クラブの整備について」など全５項目を審議

●第16回〔平成29年12月19日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
第４回定例会の会期及び議事日程に
ついて 12月19日開会の定例会に係る会期及び議事日程の決定

◆上記のほか、「要望意見書の取扱について」など全３項目を審議

●第11回〔平成29年12月13日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町史について 平成30年３月発刊予定の大空町史の概要
◆上記のほか、「第７期大空町介護保険事業計画等の策定について」など全８項目を審議

●第18回〔平成30年1月15日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
要望意見書の取扱について 提出のあった要望意見書３件の審議

◆上記のほか、「下水道受益者負担金の賦課について」など全２項目を審議

●第14回〔平成29年12月19日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町食育推進計画の策定について ５年間（平成30 ～ 34年度）の大空町食育推進計画の策定

●第16回〔平成30年1月15日開催〕
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議会だよりへの
ご意見・ご要望を
募集します！

【ご意見・ご要望などはこちらまで】
〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内

大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線265・266）

　『議会広報常任委員会』では、より読みやす
く、親しみやすい広報誌を目指して、常に検討
しながら作業にあたっています。
　皆さんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。
お待ちしています。

広
報
モ
ニ
タ
ー

　議会広報モニター連絡会議を開催し、議会広報モニターの皆様からいろいろなご意見をいただきましたの
でご紹介します。当日は議会広報モニター５名のうち3名の方に出席いただきました。

読みやすい議会だよりを目指して
～議会広報モニターとの意見交換～

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　主な審議項目 説　明　概　要　等
まち・ひと・しごと創生総合戦略に
ついて

５年間（平成27 ～ 31年度）の総合戦略の経過報告及び見直
しなど

◆上記のほか、「第２次大空町総合計画実施計画のローリング結果について」など全３項目を審議

●第17回総務厚生・第15回産業建設文教〔平成29年12月20日開催〕

【消防出初式　１/7】
　1月７日に消防出初式が両地区でそれぞれ行われ、各議員が出席しました。

議 会 活 動 掲 示 板

◇
委
員

　

日
頃
か
ら
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
お
感
じ
に

な
ら
れ
て
ま
す
か
。
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
モ
ニ
タ
ー

　
大
空
町
に
何
人
の
議
員
が
い
て
、
ど
ん
な
人
な
の
か
、
簡
単
で
も
い
い
の
で
、

写
真
・
名
前
、
普
段
は
ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
人
な
の
か
、
私
も
全
員
で
何
人

か
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
知
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

◇
モ
ニ
タ
ー

　

町
民
の
声
の
方
を
探
す
の
は
大
変
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
声
と
か
に
し
て
も
面
白
そ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
だ
と
、
軽
い
感
じ
で
、

お
願
い
し
や
す
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
写
真
を
顔

の
ア
ッ
プ
で
は
な
く
て
、家
族
で
と
か
、仲
間
で
と
か
、

犬
と
で
も
い
い
し
、
楽
し
そ
う
な
写
真
だ
っ
た
ら
、

よ
り
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇
モ
ニ
タ
ー

　

全
体
的
に
内
容
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
見
や
す

く
、
44
号
の
予
算
ペ
ー
ジ
で
は
、
一
般
会
計
約
83
億

円
を
１
万
円
に
し
て
み
る
と
い
う
所
も
、
す
ご
く
わ

か
り
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
ら
っ
き

ー
の
「
一
口
メ
モ
」「
ち
ょ
っ
と
疑
問
？
」
も
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
つ
い
見
て
し
ま
う
、
気
に
な
る

感
じ
で
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◇
モ
ニ
タ
ー

　

予
算
の
円
グ
ラ
フ
の
色
合
い
を
も
う
少
し
バ
ラ
ン

ス
良
く
し
て
は
ど
う
か
と
、
ま
た
、
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
議
会
中
継
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
載
せ
た
ら
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇
委
員

　

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ち
な
み
に
一
般
質
問
ペ
ー
ジ
の
構
成
で
す
が
、
３
段

組
み
か
ら
６
段
組
み
に
し
ま
し
た
が
、
読
み
に
く
い

と
か
、
前
の
方
が
良
か
っ
た
と
か
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
文
字
ば
か
り
だ
と
読
み
に
く
い
と
か
あ
り

ま
す
か
。

◇
モ
ニ
タ
ー　

　

こ
ち
ら
の
方
が
読
み
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
少
し
文
字
が
多
く
長
い
か
な
と
は
感
じ
ま

す
が
、
で
も
こ
の
一
般
質
問
は
と
て
も
重
要
な
ペ
ー

ジ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
レ

イ
ア
ウ
ト
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

◇
委
員

　

文
字
ば
か
り
だ
と
読
み
に
く
い
と
か
、
目
が
疲
れ

る
と
か
、写
真
が
多
い
方
が
良
い
と
か
あ
り
ま
す
か
。

◇
モ
ニ
タ
ー

　

一
般
質
問
は
、
質
問
し
た
議
員
に
よ
っ
て
ペ
ー
ジ

編
集
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
写
真
が
あ
る
と
目
が

行
く
と
思
い
ま
す
。

◇
委
員　

　

先
ほ
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
形
式
で
質
問
す
る
と
い
う
紙
面
構
成
も
他
自
治
体

で
は
良
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
表
紙
の
写
真
で
す
が
、
イ
ベ
ン

ト
と
か
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
何
か
ア
イ
デ

ア
が
あ
り
ま
す
か
。

◇
モ
ニ
タ
ー

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
可
能
で
あ
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
表
紙
写
真
に
つ

い
て
も
、
見
て
と
て
も
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
出
て
笑
顔
で
い

る
と
、知
っ
て
い
る
人
は
出
て
る
ね
と
か
、思
う
の
で
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

◇
委
員

　

い
ろ
い
ろ
な
大
変
あ
り
が
た
い
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
に
も
読
ま
れ
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町広域穀類乾燥調製貯蔵施設に
ついて 現在建設中の広域穀類乾燥調製貯蔵施設の建設現場状況調査

◆上記のほか、「河川防災ステーションの整備について」など全２項目を審議

●第18回総務厚生・第16回産業建設文教〔平成30年1月15日開催〕



■
発
行
／
大
空
町
議
会　
■
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会　
■
印
刷
／
株
式
会
社
須
田
製
版

〒
０
９
９
─

２
３
９
２　
北
海
道
網
走
郡
大
空
町
女
満
別
西
3
条
4
丁
目
1
番
1
号　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
５
２
）７
４
─
２
１
１
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
５
２
）７
４
─

２
１
９
１ 本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

大
空
町
議
会
だ
よ
り  

第
47
号 

平
成
30
年（
２
０
１
８
年
）２
月
15
日
発
行

o z o r a  g i k a i  4 ７

　私は、平成18年4月に大空町へ転勤で移
住してまいりました。この年は大空町の誕生
年でもあり、道内でも大空町という地名は全
くと言って知られていない状況で、大空町を
PRすべく何かをしたいと考えていました。
当時、商工会の職員だった私は商工会青年部
の担当だったこともあり、両地域の連携事業
により新たな特産品を作ろうと平成20年よ
り東藻琴産の長芋の味付け用醤油として、女
満別のシジミを使おうと開発に着手、青年部
のメンバーと２年かけて試行錯誤し「しじ美
醤油」の商品化に至りました。「大空町にと
ってシジミは、日常的にもらう機会があり希
少価値が薄れているが、開発中に町外にて市
場調査を行うことで、改めて高級食材であり、
地域の宝だと気付かされました。」長芋も含め、
地元に居ては気付かない可能性が沢山あると
実感しました。また、この事業に携わり一番
感謝しているのが「人とのつながり」です。
町民の方々に知り合いを紹介してもらい取引

町 民 の 声
川村　　淳 さん
（東藻琴中央区）

12.16 NEWOPEN! カラオケ
最新機種です！
カラオケ
最新機種です！

ご宴会 二次会
ご予約承ります

飲み放題
税
込［120分］2,500円 から

気軽に楽しく明るい農村！！気軽に楽しく明るい農村！！

呑希ー
ノン キ ー

℡.0152-67-7793
営業時間　ＰＭ7：00～AＭ0：00

大空町東藻琴北一区
（旧笠井商店あと）

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は年４回（3月・6月・
9月・12月）に開かれます。ま
た、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴
においでください。

３月定例会は、

開かれる予定です。

３月８日(木)から

の輪が広がっていま
す。こんな地域の温
かさに触れ、だから
こそ大空町をもっとＰＲしていきたいとの思
いが強くなり、平成27年５月に会社を設立
し本格的に事業を始めました。
◆～エシカルな取組から地域を豊かに～◆
　これまで地域で不要とされていた規格外の
しじみを原料として購入することで、「湖の
環境改善」や「漁業生産者の所得向上」に少
しでも貢献し、無価値だった資源から製品を
作り、地域経済を豊かにしたいという思いが
あります。規格外品は決められた漁獲量に含
まれないことから、漁業生産者の方々はこれ
までよりも所得が向上し、漁業生産者の方々
と取引させて頂くことで新たに得る利益の一
部を「設備の高度化」や「後継人材の育成」
などの再投資に使って頂き、就労環境の改善
や世代交代といった、地域社会の維持にも貢
献できることを目指しています。

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。

ちょう みん こえ

～大空町への想い・感謝～


